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検討課題 15 予算内示会の場の検討 

区  分 Ａ 

関連条例内容 (市長の提案説明) 
第１０条 議会は、市長が提案する重要な政策について、その水準を高

めるため、市長に対し、次に掲げる事項について明らかにするよう求
めるものとする。 

(1) 政策等を必要とする背景 
(2) 提案に至るまでの経緯 
(3) 他の自治体の類似する政策との比較及び検討 
(4) 市民参画の実施の有無とその内容 
(5) 亀山市総合計画との整合性 
(6) 財源措置 
(7) 将来にわたるコスト計算 

２ 議会は、予算及び決算の審議について、前項の規定に準じ
て市長に対し、分かりやすい施策別又は事業別の説明を行う
よう求めるものとする。 

検討内容 ・全員協議会の場以外の検討や議場の利用等について検討 

現状分析 議論する内容 対応内容 

・平成24年まで、予算内示会は全員協議会終了後開
催しており、会議の位置付けが不明確であった。 

・内示会の招集者は？ 
・平成25年2月からは、全員協議会において、市長報

告の一つとして当初予算の説明を受けている。 
・平成 24 年 3 月、予算決算委員会を設置した。 
・全員協議会規程の中で、協議事項として「議会へ

の提出予定議案で、市長が特に事前説明を必要とす
るもの」と規定している。 

・市長が提案する重要な政策について、その定義が整
理された。 

・予算内示会の位置付けが不確定なため
予算決算委員会で対応できないか。 

・第14回検討部会で、各委員の賛否について確認。 
・方向性の確認後、内示会の運営方法について議会

運営委員会で対応。 
・第7回議会改革推進会議にて予算決算委員会を活用

することを了承。 
・平成25年12月18日の予算決算委員会において、予

算決算委員会内規の一部改正を行い、委員会に理
事会を設置して検討することとした。 



亀山市議会予算決算委員会内規 

（趣旨） 

第１条 この内規は、予算決算委員会（以下「委員会」という。）の運営に関し、必要

な事項を定めるものとする。 

（審査する議案） 

第２条 委員会は、予算議案、決算議案、基本構想及び基本構想に基づく基本計画に係

る議案等の審査を行うものとする。 

（委員会の構成） 

第３条 委員会は、議長を除く議員２１人で構成するものとする。 

（分科会の設置） 

第４条 亀山市議会会議規則（平成１７年亀山市議会規則第１号）第９６条の規定によ

り、委員会に分科会を置く。 

２ 分科会の名称及び所管は次のとおりとする。 

（分科会の所属） 

第５条 委員の分科会の所属は、委員が所属する常任委員会と同一とする。 

（会長及び副会長） 

第６条 分科会に会長及び副会長１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、それぞれ所管の常任委員会の委員長及び副委員長をもって充て

るものとする。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、副会長が会長の職務を行うもの

とする。 

（審査） 

第７条 各会計の当初予算及び決算並びに基本構想及び基本構想に基づく基本計画に

係る議案の審査は、委員会における審査（以下「全体審査」という。）により行うも

のとする。 

２ 全体審査については、議案の説明を受けた後、総括質疑、個別質疑の順に質疑を行

い、委員間の自由討議及び討論を経て表決を採るものとする。 

分科会名称 所 管 

総務分科会 総務委員会の所管に関するもの 

教育民生分科会 教育民生委員会の所管に関するもの 

産業建設分科会 産業建設委員会の所管に関するもの 



３ 各会計の補正予算に係る議案の審査は、委員会において各分科会へ分担し、各分科

会における審査（以下「分科会審査」という。）により行うものとする。 

４ 分科会審査は、議案の説明を受けた後、質疑及び委員間の自由討議を行うものとす

る。 

５ 各分科会の会長は、議案の審査が終了したときは、審査経過の報告書を作成し、委

員長に提出するとともに、委員会において報告するものとする。 

６ 委員会では、各分科会の会長報告に対する質疑、委員間の自由討議及び討論を経て、

表決を採るものとする。ただし、質疑については、各分科会の会長から報告があった

部分（審査の経過）のみ質疑することとし、議案の内容には及ばないものとする。 

（理事会の設置） 

第８条 委員会及び分科会の運営に関する次の事項について協議又は調整を行うため、

委員会に理事会を置く。 

（１）議案の審査又は調査の日程等に関する事項 

（２）総括質疑等の実施の有無及び質疑者の順序、質疑時間等に関する事項 

（３）付託議案の取扱いに関する事項 

（４）前３号に掲げるもののほか、委員会及び分科会の運営に関し必要な事項 

２ 理事会は、委員会の委員長及び副委員長並びに理事で構成する。 

３ 理事は、委員会の委員長又は副委員長の属する会派以外の各会派から１人を選出す

る。 

４ 理事会は、委員会の委員長が招集し、会議を主宰する。 

５ 理事会は、構成員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

６ 理事会は、必要に応じて構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

（審査結果の報告） 

第９条 委員会の審査結果については、委員長が本会議において報告するものとする。 

（その他） 

第１０条 この内規に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が

委員会に諮って定める。 

附 則 

この内規は、平成２４年 ３ 月 ７ 日から施行する。 

附 則 

この内規は、平成２５年１２月１８日から施行する。 
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